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地
域

と の

ふ れ あ い の 輪 が

広がっています

障害者のリハビリ訓練や自立生活への

手助け をし ている障 害福祉総 合センタ

ー。東西2 ヵ所のセンタ ーがスタートし
てから5 年余り。今、東西のセンタ ーを

中心に、地域 と障宙者との ぶれあいの

輪。が様々な場面で広がってき てい ます。

東部
・西部

障害福
祉

総
合

セ ンタ
ー

月
日
を
重
ね
て
地
域
と
交
流

新
聞
や
雑
誌
の
回
収
を
し
て
い
ま
す

音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
リ
ヤ
カ
ー

を
引
い
て
い
く
と
、「
お
願
い
し
ま
す
」

と
家
々
か
ら
声
が
か
か
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
曜
日
と
水
曜
日

に
近
所
を
回
っ
て
、
新
聞
や
雑
誌
の
回

収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
開
所

当
時
か
ら
続
く
こ
の
回
収
、
今
で
は
リ

ヤ
カ
ー
が
重
く
て
大
変
に
な
る
ほ
ど
集

ま
る
こ
と
も
・…

こ
の
よ
う
な
日
々
の

活
動
の
な
か
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「パ
ソ
コ
ン
」と
「パ
ン
づ
く
り
」教
室
の
先
生
に
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
接
す
る
こ
と
の
多
い
、
セ
ン

タ
ー
の
通
所
者
。
今
度
は
自
分
た
ち
が

地
域
に
向
け
て
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
な
い
か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
堤
隆
齏
加
と
酒
井
真
理
吊
き
ん
が

担
当
し
て
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
技
術
を

生
か
し
て
、
地
域
の
人
々
に
「
パ
ソ
コ

ン
」
と
「
パ
ン
づ
く
り
」
の
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
一
方
、
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
十
三
中
学
校
の

生
徒
会
・
P
T
A
と
の
合
同
で
「
交
流

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
開
催
、
町

の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。
通
所
の

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

楽しみなお祭り
地域の人たちがも っと気軽にセンタ ーに立ち寄れるよう、毎年

秋には、お祭りを 閧いています。
このお祭り には 、センターに通う人たちだけでなく、地域で活

励している団体や ボランティアも 大きくバックアップ。楽し い交
流の湯になってい ます。皆さんも 、この機会に 軸゙。の中に入っ
て みませんか。

とんがりぼうし
カーニバル
10月29日( 日)
午前10時～午後3時
西都障害福祉総合センター
出会い から、ふれあいへ。地域

の方々とともに、お祭りを閲きま
す。足 立の土でつくる陶器 「ぽた
り亅 の体験コ ーナーもあり ます。
内容一神輿、 流し 踊 り、ラ イ ブ
ステージ・ダンスパーティー、大l aszx

、作品店模擬店等 場・問先
一西部障害福祉総合センタ ー 谷

在家3- 13 ―1 　3853―0632

イーストウェーブ
フェスティバル
11月12日( 日)
午前10時～午後3時
東郎。i・害匯11雄合センター
今年のテーマlま、「龝・和・笑」。

いろいろな催し物でお待ちしてい
ます。 内容- イベント 、喫茶店、
手づくり 作i諮販売、模櫛店、バ! f
一等 ※ 僣、膃膕i妻1な方のため にシ
ャトルバスを 翼行します
□ ポランテ47 募訥・
内容一凖t 了の介勤。イベント手
伝いなど 対象一高校生以 上 定
異- 10 人爲lな

ーいずれも一
端・申・間先一東部陣?町r ↑ I E匐t合
センター 芻頓l南0- 6 ―18
5682 ―5370

親
子
で
施
設
見
学
会
無
料

日
時
=
1
1月
1
1日
(
土
)
、午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
(
予
定
)
見
学
―
都

市
農
業
公
園
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
ほ
か

対
象
―
区
内
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

費
用
―
無
料
(
昼
食
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
)
定
員
よ
J
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
(
(
ガ
キ
ー

通
で
I
人
ま
で
)
期
限
=
1
1
月
5
日

必
着
申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広

報
課
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

お聞 かせください

「阪神・淡路大震災」
学んだこと・考えたこと

「あだち広報' EXP1 月号」では、「阪
神・淡路大震災から1 年」をテーマに

皆様の投稿を募ります。
家族で話し合ったことや家で実際に

行った震災対策、また、ボランティア活
助をした、生活 スタイルが変わった、
人生につい て考えたなど …。大震災で

考えたこと、実行したこ とをお聞かせ
ください。 申込- ハガ キまたは封書
に住所、氏名、年齢、電話 番号を記入
のうえ、上記 のことについて簡単にお

書きください 期限- 11 月6 日必着
申・問先 一千住本庁舎・広報課 〒跏
千住1- 4 ―18 　3882- 1111' ㈹

葦
立
ち

事
業
を
志
す
女
性

1
0月
初
め
、
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
と
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
協
力
し
て
女
性
起
業
冢
支
援
塾

を
閧
い
た
と
こ
ろ
、
大
家
な
盛
況

で
第
一
回
目
に
は
旧
人
が
集
っ
た

由
。
こ
れ
は
事
業
を
始
め
ぷ
つ
と

思
う
女
性
た
ち
に
、
知
識
や
方
策

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、
支
援
し

よ
う
と
い
弓
6
の
。
実
は
定
員
の
6
0

人
が
集
る
か
ど
う
か
心
配
し
て

い
た
の
で
す
が
、
ふ
た
を
あ
け
て

み
る
と
申
込
が
殺
到
し
、
急
拠
、

会
場
を
変
更
し
た
由
。

6
募
者
は
2
0代
か
ら
一…心代
に
及

び
、
若
い
人
や
高
齢
者
に
起
業
意

欲
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
本
田
宗
一
郎
や
松
下
幸
之
助

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の

起
業
家
の
多
く
は
、
も
の
づ
く
り

に
夢
を
か
け
た
人
々
で
し
た
。
し

か
し
最
近
で
は
、
引
越
し
専
門
業

や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
業
な
ど
、
女

性
の
ア
イ
デ
ア
が
事
業
と
し
て
成

功
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
、圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、

熱
心
な
姿
に
い
つ
も
感
心
し
て
お

ひ
ま
し
た
。い
ま
、
女
性
た
ち
は

生
活
者
の
視
点
で
社
会
を
鋭
く

見
、
内
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。そ
の
女
性
た
ち
が
事
業
を

起
し
結
実
し
た
時
に
は
、
硬
直
化

し
た
わ
が
国
の
経
済
に
風
穴
を
あ

け
る
の
で
は
な
い
か
、そ
ん
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

足
立
の
女
性
た
ち
の
企
業
家
へ

の
挑
戦
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

区

長
　
古

性

直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月

入
所
者
募
集
(空
き
室
分
)

4
月
に
開
設
し
た
「
ケ
ア
「
ウ
ス
六

月
」
は
、
体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ

り
不
安
を
持
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の
方
が
、

安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
続
け
て
い

た
だ
く
た
め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
こ
こ
で
は
、
食
事
の
提
供
と
入
浴

の
準
備
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
生
活
相

狭
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

所
在
地
i

六
月
一
丁
目
6
-
1

対一
1

次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方
…
区
内
在
住
の
灣
6
0

歳
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
/

自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機
能
の

低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
は
高
齢
等
の

た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が

認
め
ら
れ
る
。
家
族
に
よ
る
援
助
が
困

瓣
な
方
/
日
常
生
活
の
維
持
が
可
能
な

方
/
使
用
料
の
負
担
能
力
の
あ
る
方
/

保
証
人
の
立
て
ら
れ
る
方

入
所
予
定

時
期
―
平
成
8
年
1
月
1
日
以
降

※

く
わ
し
ぐ
は
、申
込
書
を
ご
らん
ぐ
だ
さ

い
募
集
童
数
―
佃
室
l
靈
、夫
婦
室

―
靈
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽

遺
で
空
き
室
待
ち
の
順
位
を
付
け
ま

す
)
使
用
料
1
年
収
に
応
じ
て
月
額

約
3
～
1
2
万
円
申
込
期
間
l
m
一
月
2
6

日
1
1
1月
1
7日

申
込
方
法
―
申
込
用

紙
に
配
入
し
、
本
人
が
直
接
高
齢
者
施

設
潟
営
佩
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申

込
用
紙
の
配
布
I
期
間
中
、
区
内
の
各

福
祉
事
務
所
、
各
区
民
事
務
所
、
東
西

陣
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
霞
支

援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
千
住
本
庁
舎
・
高

齢
者
施
設
運
営
係
で
配
布
し
ま
す

申

・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
高
一
者
施
設

運
営
係

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

楽
し
い
手
遊
び

う
た
遊
び

元
気
に
遊
ん
で
子
育
て
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
1
1
1
月
1
3

日
(
月
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0

分

対
象
―
幼
児
と
お
か
あ
さ
ん

定

員
I
3
0組
6
0人

講
師
6
高
橋
紀
子
氏

(お
も
ち
ゃ
美
術
館
講
師
)

場
・
申

・
問
先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
a
)
4
2
7
7

住区健康
フェスティバル

まちも元気

わたしも元気

明
夕
尭
気
で
心
豊
か
に
過
ご

す
こ
と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
顧

い
で
す
。
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、パ
ネ
ル
展
示
や
針
測
、

健
康
相
談
、
血
液
・
尿
検
査
等
を

行
い
奪
歹
。
こ
の
機
会
に
、
自
分

の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
珮
塊

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

霍
等
―
表
1
の
と
お
り
S

用
―

無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

表1 住区健康フェスティバル11月の日程

家庭看護教室
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
や
さ
し

く
あ
た
た
か
い

一
霞
実
技
を
勉

強
し
て
み
ま
せ

ん
か
。日
時
等

―
表
2
の
と
お

り

対
象
―
区

内
在
住
の
、病

人
や
高
齢
者
と

生
活
し
て
い
る

方
、一
霞
や
介
護
方
法
を
学
び

た
い
方
な
ど

定
a
I
2
0
人

(先
一
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
間
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2 家庭看護教室日程

*11/ 14・12/ 20・1/ 19は午後1時30分～3K30分、他の日は　
午前10時～正午

幼
児
の
た
め
の
性
教
育
教
室

「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
」-

こ
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
た
め

に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
1
1
1

月
8
日
(
水
)
・
:講
演
会
/
1
1月
2
8

日
(
さ

・・・グ
ル
ー
プ
討
議

時
間

=
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
F
3
時
3
0

分

対
象
I
乳
幼
児
を
も
つ
父
母

定
S
I
3
0

人

申
込
―
電
話

場
・
申
・

間
先
1
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

は
じ
め
よ
う

自
分
で
で
き
る
歯
周
病
予
防

日
時
1
1
1
月
1
7
日
(
金
)
・
2
7
日
(
月
)
、1
2

月
1
1
日
(
月
)
、
午
後
1

時
3
0分
I
3

時
3
0
分

場
所
1

千
住
保
偏
所

内
容
1
1

日
目
・
:
講
演
会
「
歯
周
病
を
知
る
」/
2

日
目
・・・
歯
磨
き
実
習

「
全
部
磨
き

に
挑
戦
」/
3

日
目
・・・
フ
ォ
ロ
ー
の
日

「
さ
て
、
そ
の
虞
果
は
L
」

※
講
演

会
だ
け
の
参
加
も
可

講
師
―
品
田
佳

世
子
氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
学
常
励
歯

科
医
師
)

定
員
=
3
0人

費
用
―
無

料

申
込
―
電
話

申
・
問
先
9
千
住

保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

選
挙
豆
知
識寄

附
の
禁
止

-
ス
ポ
ー
ツ
大
会
-

政
治
家
等
が
、
選
挙
区
内
で
行

わ
れ
る
町
内
会
の
運
動
会
や
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
に

際
し
、
優
勝
カ
ッ

プ
や
賞
品
等
を
贈

る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が

こ
れ
ら
を
受
け
取
っ
た
り
、
強
要

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
金
品
等
の
受
け
厦

し
に
よ
り
、
選
挙
に
不
正
が
生
じ

な
い
ぷ
つ
に
す
る
た
め
で
す
。
違

反
し
た
場
合
は
、
厳
し
く
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

き
れ
い
な
政
治

と
遇
挙
に
す
る
た

め
に
、「
贈
ら
な

い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
」
の
ル
ー
ル
を
、

一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

A
選
挙一
理
委
S
僉
V

宿 泊 施 設 インフ ォメ ー ショ ン

1・2月分の

利用案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
a
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
―
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
持
参
T

グ
ル
ー
プ
t
枚
に
限
り

ま
す
)

期
間
1
1
1月
1
日
λ
…一
日
必

一
(

抽
選
結
果
を
1
1月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
)

受
付
!
当
選
者
は
、
1
2月
7

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
と
な
り
ま
す
)

※

那
須
・
森
の
家
と
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
の
1
2

月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込
み
は
、
1
月

分
の
利
用
申
し
込
み
に
な
り
ま
す

空
き
室
の
利
用

□
1
・
2
月
分

抽
週
後
の
空
き
靈
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
l
i

日
(
今
回
は
り一
月
8

日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
叭一
」
で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
1
0・
1
1‥・
1
2月
分

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
仮
予
約
浚
、
3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
と
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
1
日
前
ま
で
で
す
)
。

es11433 糴 霸 跖1j
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● 各施設利 用案内1 ・2 月利用分

東督 萼? 黠 蕗i f l が?11111 き1?a や 鎬
ぷ
じJ 黔 逕 ミご 夥 贊浮 弓　 隅 い) l l l 四1 陟7u ″ J 裂y 匹l i i S辟? 黠l i 巨1 で?11111 き1?a や 翳

ぷ
じJ 黔 逕Ey? ぷ 贊浮 弓　 隅 い) l l 豼 四1 夢 礑 邁 ″ J 雷yj ぴ4 蒻 簒　

　 ・・ ■㎜㎜ ㎜■㎜ ・・a ■㎜㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜だ ち莊」の12月31日の霰汨申し 込みは1 月分 の利用申し込み になり ます
● 12月31日～1月4日の間の、「溷刄原あだち荘」および「那須・森の家」の予約は、1グループ3觝犀までとなります

● コミ ュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=( 1) ～( 10) は午前9時～午後8時、( 20) は午前9時～午後5時、　
( 21) ( 22) は午前10畤～午後6時( 毎週月矚日休館)

● ひまわり作業所・綾瀬福祉圜合同運助会10月28日( 土) 、午前9時15分～午後3時30分夊悶大の場合は29日に順延) /第四中学校/綾瀬福祉菌　36057187
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健康カレンダー 11月の予定 精
神
保
健
福
祉
手
帳
制
度

1
0月
1
日
か
ら
、
精
神
保
健
福
祉
手

帳
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

精
神
障
害
者
の
方
の
社
会
復
帰
の
促
進

と
、
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
障
害

の
等
級
は
、障
害
年
金
の
障
害
等
級
T

・
2
・
3
級
)
に
準
じ
て
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
手
帳
は
2
年
間
有
効
で
す
。

今
ま
で
は
「
障
害
の
状
態
に
関
す
る
証

明
書
」の
提
示
に
よ
り
、税
金
の
控
除
等

が
受
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
手
帳
が
証
明
一
の
変
わ
り
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
―
・
2
級
の
認
定
に
よ

り
、
生
活
保
護
法
の
障
害
者
加
算
の
適

用
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、手
帳
を
申
請
す
る
際
に
、同
時
に

通
院
医
療
費
公
費
負
担
の
申
請
も
で
き

ま
す
(
通
院
医
療
費
公
費
負
担
の
み
の

申
請
も
で
き
奪
歹
)
。
対
象
l
初
診
日

か
ら
6
ヵ
月
以
上
継
続
し
て
糟
神
障
客

の
た
め
長
期
に
渡
り
日
常
生
活
ま
た
は

社
会
生
活
へ
の
制
約
が
あ
る
方

申
請
=

申
請
書
、
診
断
書
、
寥
た
は
障
害
年

金
証
S
等
の
写
し
を
窓
口
に
持
参

※

家
族
ま
た
は
医
療
機
関
の
代
行
申
請
も

出
来
ま
す

申
込
先
―
各
保
健
所
・
保

僵
相
談
所
(
表
3
)

問
先
L
各
保
健

所
・
保
健
相
談
所
、
ま
た
は
都
・
衛
生

局
精
神
保
健
課

(
5
3
2
0
)
4
4
6
4

表3 各保健所・保健相談所

高
脂
血
症
は
危
険
信
号

あ
な
た
を
変
え
る
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン

日
時
1
1
1
月
2

日
(
木
)
・
8

日
(
水
)
、

午
後
2

時
A

時
3
0
分
(
2

日
制
)

対
象
=
区
内
在
住
の
方

内
容
-
1

日

目
・・・
「
あ
な
た
自
身
を
見
直
す
自
己
チ

ェ
ッ
ク
≒

高
脂
血
症
を
防
ぐ
に
は

」/

2
日
目
・・・
「
高
脂
血
症
を
防
ぐ
栄
養
と

運
動

」「
自
分
で
決
め
て
実
行
す
る
プ
ラ

ン
の
設
定
」

場
・
申
・
問
先
=

東
和

保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ぜ
ん
息
に
関
す
る
講
演
会

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
生
活
の
仕
方

日
時
1
1
1月
1
7日
(
金
)
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
I
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対

象
―
ぜ
ん
息
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
等

を
治
旅
中
の
1
5歳
以
上
の
区
民

購
師

―
吾
郷
晉
浩
氏
(
国
府
台
病
院
心
身
総

合
診
療
科
部
長
)

定
員
1
2
5
0人(
先

着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
―
電
話

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
公
害
補
償

係

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ぜ
ん
息
児

腹
式
呼
吸
教
室

日
時
=
1
1
月
7
日
(
火
)
・
9
日
(
木
)

・
1
0
日
(
金
)
の
3
日
間
コ
ー
ス
、午

後
2
時
～
3
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

対
象
―
区
内

在
住
の
、
ぜ
ん
息
を
治
家
中
で
3
歳
以

上
の
未
就
学
児
と
そ
の
保
霞
者

内
容

―
発
作
の
予
防
と
軽
減
に
役
立
つ
腹
式

呼
吸
を
音
楽
を
通
し
て
身
に
つ
け
ま

す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い

講
師
l
福
田
義
子
氏
(
日
本
音

楽
療
法
研
究
連
合
幹
事
)

費
用
―
無

料

申
込
1
電
話

申
・
問
先
1
千
庄

本
庁
舎
・
公
害
補
償
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

1
1月
の
献
血

日
時
等
=
表
4
の
と
お
り

問
先
―
東

京
東
赤
十
字
皿
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1㈹

表411 月の献血日程

保
健
婦
・
看
護
婦
募
集
(非
常
勤
)

対
象
=
保
健
婦
・
看
霞
婦
免
許
を
お
持

ち
の
方

内
容
―
検
診
、
家
庭
訪
問
等

の
保
健
所
の
業
務

助
務
場
所
=
千
住

保
健
所

助
務
条
件
等
―
週
4
日
(
3
0

時
間
)
/
身
分
は
非
常
動
職
員
/
有
給

・
社
保
有
り

募
集
人
員
=
各
―
人

選
考
方
法
1
面
接
(
日
程
は
後
日
通
知
)

申
込
―
自
筆
の
履
歴
一
を
郵
送
ま
た

は
直
接
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
1
千

住
保
健
所

〒
閇一
千
住
仲
町
2
4
1
2

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

健康あ・ら・かると
骨
づ
く
り
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
も

コ
ツ
コ
ツ
と

「
ダ
イ
エ
ッ
ト
で

ス
リ
ム
な
身
体
に
な

り
た
い
!

」

朝
抜
き
、
生
野
粟

中
心
の
昼
食
、
リ
ン

ゴ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
お
ま

け
に
フ
ラ
ン
ス
製
の

塗
る
だ
け
で
や
せ
る

化
粧
品
、
中
国
製
の

石
け
ん
な
ど
な
ど

・・・
。
や
せ
る
た
め
の
様
々
な
試
み
が
女

性
の
関
心
事
と
し
て
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し

、
こ
y
W一
一
瘢

願
望
が
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
引
き
起
こ
し

、
骨
粗
し

ょ
う
症
へ
の
予
備
軍
を
生
み
出
す
に
至

っ
て
は

、
穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

、
大
根
に
す
が

入
っ
た
よ
う
に
骨
に
た
く
さ
ん
の
隙
間

が
開
き

、
も
ろ
く
な
る
病
気
で
す

。
も

ろ
く
な
っ
た
骨
は
折
れ
や
す
く
な
り
、腰

が
曲
が
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。で
は
、

骨
を
丈
夫
に
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防

ぐ
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。骨

は
思
春
期
に
質
、
量
と
も
急
成
長

し
、
青
年
期
に
は
最
大
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
浚
は
少
し
ず
つ
減
少
。
6
5

歳
ご
ろ
に
は
、
青
年
期
の
半
分
ぐ
ら

い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

青
年
期
の
骨一
を
極
力
増
加
さ
せ
、
そ

れ
以
後
の
減
少
を
防
い
で
い
く
生
活
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

骨
一
を
増
や
す
一
番
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
を
食
べ

る
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
が
大
前
提
で
す
。
1
日
3
0品

目
を
目
指
せ
れ
ば
言
う
こ
と
な
し
で

す
。第

2
の
ポ
イ
ン
ト
は
、適
度
な
運
励
。

無
璽
力
状
態
に
置
か
れ
、
運
動
を
し
な

か
っ
た
宇
宙
飛
行
士
の

骨一
は
4
日
間
で
な
ん

と
1
0
%も
減
っ
た
そ
う

で
す
。
通
助
途
上
に
ち
ょ
っ
と
早
足
で

歩
く
。
2
～
3
階
ま
で
は
階
段
を
昇
る
。

あ
ら
た
め
て
運
動
し
な
く
て
も
生
活
の

中
に
身
体
を
勳
か
す
習
慣
を
取
り
入
れ

る
の
が
、
長
く
続
け
る
コ
ツ
と
言
え
ま

す
。無

理
に
体
重
を
減
ら
し
て
、
骨
ま
で

お
粗
末
に
し
た
の
で
は
元
も
子
も
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
を
中
心
に
、

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
な
が
ら
正
し

い
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
学
び
、
実
践
し
合
う

人
た
ち
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

A
保
健
所
管
理
栄
養
士
V

掲
示
板

□
日
曜
柔
遭
施
術

実
施
場
所
は
、
足

立
区
柔
道
接
骨
師
会
加
入
の
接
骨
浣
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

□
障
客
者
の
方
た
ち
が
働
く
喫
茶
店
の

店
名
募
集

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
店
名
を
明
記

期

限
=
1
1
月
3
0
日
必
着
※
1
9
一
月
中
に
審

査
。
採
用
者
に
は
記
念
品
進
呈
申
・

問
先
―
障
害
福
祉
館
友
愛
会
事
務
局

〒
閇
一
竹
の
筱
2
-
2
5
-
1
7
竹
の
獵
セ
ン

タ
ー
内
需
3
8
5
9
)
4
1
4
5

□
ク
レ
ジ
。ト
ー
サ
ー
フ
金
無
料
法
律
相

談
日
時
=
1
0
月
2
7
日
(
金
)
、午
後
5

時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
場
所
―
産
業
振

興
館
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
教
育
研
兜
所
s

用
=
無
料
。
た
だ
し
、
受
任
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
有
料
で
担
当
弁
護
士
が

受
任
し
債
務
整
理
を
行
い
ま
す

申
込

―
資
料
を
持
参
し
、
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
東
京
弁
護
士
僉

(
3
5
8
1
)
2
2
0
6

□
荒
川
フ
ェ
ス
タ
笳
日
時
-
1
0
月
2
9

日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
場

所
=
柳
原
小
学
校
/
柳
原
小
学
校
隣
接

の
荒
川
河
川
敷

内
容
―
荒
川
に
関
す

る
講
演
会
、
物
産
展
、
ク
イ
ズ
、
さ
ん

ま
焼
き
大
会
、
荒
川
名
物
舟
人
鍋
、
流

域
の
伝
統
芸
能
、
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー

な
ど

問
先
―
荒
川
フ
ェ
ス
タ
事
務
局

　
(
3
5
8
6
)
5
1
7
1

エ
コ
ー
は
が
き
は
完
売
し
ま
し
た

今
年
度
の
エ
コ
ー
は
が
き
(
大
谷
田

公
園
の
絵
入
り
)
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

発
売
後
ま
も
な
く
完
売
し
ま
し
た
。
入

手
で
き
な
か
っ
た
方
に
は
、
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

な
お
、
永
沢
窖

」と
さ
ん
の
絵
入
り

は
が
き
「
足
立
6
0景
」
第
一
集
(
5
枚

セ
ッ
ト
/
3
0
0円)
は
、
足
立
郵
便
局
が

作
成
販
売
し
た
も
の
で
す
。A

広
報
課
V

□ 第25回城北養護学校文化祭10月28日( 土) ・29日( 日) 、午前9時30分～午後2時50分/城北養護学校( 南花畑5- 13- D　3883―7271
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ちょっと懐かしい写真がいっぱい

特別展
写真に見る 足立の交通誌

郷
土
博 物 館 で開

催
10月/ 28日

～

12月 / 10日
江戸近郊として発遯した足立区域は、首都東京が譛牛、

してからも郊外としての役割を東だしていました。しか

し、都心部の整飼が進むと、次第に足立区も首祁囲内

となり峡道や自助車遭路などの交通手段が発逓しまし

た。これは、区内の伝統的な景観を変えるとともに、人

口の増加による新しい衝や都市文化がうまれるきっかけ

になりました。

愈速に交通が咒潼した昭和30年代以降を中心に約55 点

の写真を展示して。変わりゆく区内の様子を贇り返る特

別膜を開催します。

足 立

歴史の道

区
内
に
は
五
街
道
の
ひ
と
つ
で
あ
る

日
光
街

遭
な
ど
、
歴
史
の

あ
る
遭
が
い

く
つ

も
昴
り
豕
す
。
こ
の
よ
う
な
遭
は

単
に
通
湯
の
手
段
だ
け
で
な
く
、
路
傍

で
市
が
開
か
れ
る
な
ど
商
売
の
場
所
で

も
あ
り

声
1
1
)た
。

ま
た

、
陸
上
の
遭
だ
け
で
な
ぐ
河
川

に
囲
ま

れ
た
地
域
の
た
め
、
船
に
よ
る

物
資
の

大
!
輸
送
が
行
わ
れ
声

‥
yた
。

「
水
戸
衝
道
」
み
ち
し
る
べ

旧
日
光
衝
濛
と
水
戸
街
遭
と
の
分
峻
点
に
あ
づ
た
(
昭
和
3
5
年
頃
)

鉄道の
発達

区
内
で
一

叨
の
鉄
遭
開
扉
は
、
明
治
2
9

年
の
日
冰

鉄
遭
土
浦
凧
(
現

在
の
常

磐
線
)

で
し
た

。
明
冶
3
2
年
に
は

東
武

鉄
遭
も
開
廼
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の

鉄
遭
は
遠
方
か
ら
の
物
賢
輸
送
が
主
な

目
的
で
し
た
。
関
東
大
農
災
以

降
、
郊

外
地
域
の

人
口
増
加

が
激
し
く
な
る

と
、
銑
邏
は
郡
市
の
交
通
網
と
し
て
旅

客
湯
送
に
力
を
入
れ
始
め
宋
す
。

区
内
の
人
口
の
増
加
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
層
の

増
加
と
あ
い
ま
っ
て
、
都
心
部

へ
の
通

勤
者
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
し

た
。
昭
和
3
0
年
代

に
入
る
と

、
地

下

鉄
纃
の
整
備
か

始
ま
り
、
昭
和
3
7
年

に
は
日
比
谷
線
と

東
武
線
の
相
互
乗
り

入
れ
か
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
4
6
年

に
は
常
磐
線
、
千
代
田
線
の
乗
り
入

れ

も
開
始
さ
れ
、
都
心
へ
直
結
さ
れ
声
1
1
)

た
。

千住大橋を越える都電( 昭和30年代)

綾瀬駅へ向かう機関車(
昭和40年頃)

堀切駅に進入する浅草行き快速電
車。荒川を渡る首都高速6 号線の
建設がすすむ( 昭和55年頃)

常磐線下り電車が荒川を渡る。建設中の千
代田線橋梁がみえる( 昭和40年頃)

新しい
道と街

国
民

車
と
い
う
手
頃

な
回
勅
車
が
製

造
さ
れ
た
昭
和
3
0
年
代
に
、
自
励
申
が

普
及
し
て
以
来
、
自
動
申
需
薺
は
爆
発

的
に
伸
び
、
道
略
の

整
臠
が
急
速
に
必

娶
と
な
り
ま
し
た
。
区
内
で
は
、
輿
状
7

号
線
・
取
射
H

号
線
の
雇
設
、
4
号
線

の
拡
幄
な
ど
か
次
々
に
進
み
ま
し
た
。

東
京
東
部
を
囲
む
河

川
は
都
心
部
と

の
交
通

網
の
発
展
の
限
題
で
し
た
。
そ

の
た
め
昭
和
3
0
年
1
4
0
年
代
に
か

け

て

、
都
心
か
ら

伸
び
る
道
路
に

橋
が

多
数
飃
設
さ
れ
、
ま
た
古
い
木
遣
櫚
が

自
動
車
交
通
に
対
応
で

き
る
鉄
橋
に
架

け
魯
え
ら
れ
S
C

゛
。

か
つ
て
マ
チ
は

交
通
の
便
利
な
場
所

に
自
然
に
う
黔
れ
た
も
の
で

し
た
。
し

か
し
、
昭
和
S

年
～
4
0
年
代
に
か
け
て

迴
設
さ
れ
た
公

営
住
宅
は
、
区
壅
整
理

さ
れ
た
土
地
に

住
宅
を
中
心
と
し
た

新

し
い
マ

チ
を
う
む
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。

4
号
線
梅
島
陸
橋
(

昭
和
4
2年
頃
)

ムラと

宿場の
面影

区
内
の
大
邸
分
は
千

住
を
除
き
田
畑

の
広
が
る
農
村
地
域
で
し
た
。
そ
の
た

め
都
市
化
か

進
む
ま
で
は
近
郊
農
村
と

し
て
米
や
野
粟
の
出
荷
、
地
の
利
を

生

か
し
た
セ
リ
や
花
の
敢
培
、
す
き
返
し

厩
な
ど
の
生
産

が
儼
ん
で
し
た
。

ま
た
下
町

風
情
を
醸
し
出

す
千
佳

は
、
商
家
が
立
ち
な
ら
ぷ
宿
鳩
町
と
し

て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
マ
チ
か

他

の
地
箏
と
進
つ
て
い
た
の
は
、
市
が
た

ち
行
商
が
く
る

な
ど
金
銭
と
物
品
の

交

椣
が
活
発
に
行

わ
れ
、
訛
通
が
萍
逮
し

て
い
た
こ
と
で
し
た
。

田植えのあいまの一休み(
昭和40年頃)

特
別
展
講
演
会

東
京
の
都
市
交
通

―

鉄
道
と
高
速
道
路
―

映
道
交
通
や
高
遠
遍

路
の
歴
史

と
郡
市
計
画
と
の
つ
な
が
ひ
、
今

後
の
発
艮
に
つ
い
て
の

瞬
演
命
を

行
い
家
す
。
講
師
は

第
一
線
で

郡

市

計
画
に
壙
恥

つ
だ
方
。
舎
人
斯

線
や
常
磐
豕
線
、
高
速

遭
路
の
震

災
対
策
も
ふ
れ
る
予
定
で
す
。

日

時
1
1
1
月
1
8
日
(
土
)
、
午
後
2

時
-
■
"
H
m

師
I
岡

本
秀
缶
氏
(

元

東
京
都
技
監
)
S

用
I

無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
―
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)～
9
3

展
示
図
録
発
売
し
ま
す

特
別
展
関
催
に
あ
わ
せ
て

、
少

し
前
に
は
ご
く
当
た
り
前
の

風
景

で
あ
っ
た
懐
か
し
い
写
真
を
約
1
1
0

点
掲
載
し
た
S

録

♀

円
)

を
発

兇
し
ま
す
。

郷土博物館利用案内
入館料一大人2{ xFi 、小・中学生 笵F3( 20 人以上
の団体は半覯 ※ 毎週月皿日は休館( 祝日にあた
る場合は翌日休館) 場・問先 き十博勧肥{ 〒120

大谷田5- 3} - - 1) 　( 36a) ) 9393
交通案内
亀有駅北口から東武バス、六ツ木都性行・切物館
前下車、または六ツ木団地行・大谷田五丁目下車
徒歩5 分。

1
1月
3
日
(
文
化
の
日
)
は

郷
土
博
物
館
無
料
公
開

郷
土
簿
物
館
は

、
u
月
3

日
(
文
化

の
日
・
開
館
記
念
日
)

に
無
料
公
開

し
ま
す
。
ま
た
、
肖

ほ

罷

土

芸
能

鑑
賞
会
を
開
催
r
ぶ
孑

。

時
間
=

午
後
L

時
・
7
蒔
(
2

回
公

演
)

内
容
L
舊
S
S

し
弥
薺
保

存
会
の
謇
{瓦
に
よ
る
祭
り
ば
や
し

等
の
演
奏

申
込
=
当
日
麌
接
会
場

へ場
・
問
先
―
郷
土
博
勧
館

国

保

指

定

旅

館

区
で
は
、
割
安
な
料
金
で

舶

用
に

な
れ
る
旅
館
等
を
東
京
近
県
に
掴
定
し

て
い
嫐
7

。
今
年
度
の
指
定
施
設
は
別

衷
の
と
お
り
で
す
の
で
'
*
i
利
用

く
だ

さ
い
。

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
(

国
保
加
入
者
で
な
く
て

も
利
用
に

な
れ
ま
す
)

申
込
―

施
設
へ
直

接
電

銛
予
約
の

う
え
、
利
用
命
を
持
番
(

利

用

券
は
』
保
ガ
イ

ド
4
3
ペ
ー
ジ
に

印

刷
。
国
保
凧
、
区
民

亊
胯
所
に
も
あ
り

ま
す
)

※
科
金
な
と
く
わ
し
く
は

珮
接

施
設
へ
お
問
い
合
わ
廿
く

だ
さ
い

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
閤
罠

矚
厦
保
険

課
庶
務
佩

　
(
1
)

―

ぐる っ
と 青空キャンペ ーン

自動車使用の抑制に

ご協力を

私
た
ち
の
吸
っ
て

い
る
空
気
は
、
一

時
に
比
べ
て
よ
く
な
っ
た
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
き
れ
い
な
空
気
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
特
に
、
大
気
の
よ
ど
む
戞

哂
I
気

の
汚
れ
る
日
が
大
変
多
く
な
り
ゅ
チ

。

そ
こ
で
、
都
と
2
3
区
2
7市
3

町
1

村

は
共
同
で
、
1
1
月
か
ら
平
嵎
8

年
1

月

ま
で
の

期
間
を
中
心
に
、
窒
素
酸
化
勧

に
よ
る
大
気
汚
桑
の
ま
な
原
因
で
あ
る

自
動

車
の

交
通
釁
を
減
ら
す
対
策
を
行

い
ま
す
。
期
間
を
通
し
て

自
助
車
便
用

を
で

き
る
爬

叮
戴
ら
す
こ
と

、
特
に
、

毎
週
水
曜
日
に
は
、
乗
用
車
類
2
0
%
、

貨
物
篳
篥
1
0
%
城
ら
す
こ
と

を
目
標
と

し
て
い
冰

す
。
期
間
中
は
な
る
べ
く
マ

イ
カ
ー
お
よ
び
事
業
用
自
動

車
の
便
用

を
控
え
羃

卑
や
パ
ス
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
交
通
渋
濳
の
原
因
と
な

る

路
上
駐
車
や
畦
停
車
時
の
不
要
な
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
控
え
る
こ
と

も
ぜ
ひ
お

頤
い
い
た
し
ま
す
。
区
で
も
、
庁
合
間

を
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル

便
な
ど
区
民
の

皆
さ
ん
が

直
接
利
用
す
る

車
を
除
い

て

、
期
間
中
2
0
%
以
上
を
目

標
に
庁
有

率
の

便
用
を
自
粛
し
、
排
出

ガ
ス
の
低

銚
を
図
っ
て
い
孝
豕
す
。

な
お

。郡
で
は
期
間
中
の

水
曜
日
(
―

月
3
日

を
除
く
)

に
。
郡
営
交
通
の
1

日
割
引
乗
車
券
「
水
曜
ク
リ

ー
ン
キ
ツ

ご
(

地
下
鉄

、
バ
ス

、
都
竜
共
通
通
常

濶
円
を
刪
円
で
)

を
発
売
し

穿
r
の
で

ご
利
用

く
だ
さ
い

。

問
先
―
都
・
環

境
保
全
局
自
励
車
公
害
対
策
靈

(
a
)
3
4
9
7

千
生
本

庁
舎
・

琉
境
陳

(
1
2
)
1
1
L
t

㈹

綾
瀬
川
流
域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

綬
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1
地
域

協
鱶
会
の
主
催
す
る
年
―
回
の
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
が
。
流
域
の
区
市
で
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
足
立
区
で
は
、
建
設

酋
、
葛

飾
区
、
お
よ
び
足
立
区
水
と
練

の
公
社
と
共
に
。
峻
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
芦
加

し
て
川
に
観
し
ん
で
く
だ
さ
い

。

日

時
=
1
0
月
2
9日
(
日
)
、
午
前
1
0
時
～
午

後
2

時

場
所
=
柬
綾
瀬
公
園

内
容
I

パ
ネ
ル
や
魚
の
展
示

、
ゲ
ー
ム
、
工

作
教
亰
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す

問

先
9

千
住
本
庁
舍
・
環
境
諜

(
3
8
8
2
)

―
-
1
1

㈹

「南千住北部地区住宅街区( E 街区)

建設事業および都市計画道路
補助線街路第321号建設事業」・
「都市高速鉄道日暮里・舎人線建設事業」の
見解書の公示・縦覧と説明会の開催

東
京
都
環
境
彫
響
評
価
条

例
の
観
定

に
基
づ
き
、
見
解
s

を
公
示
し
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
と
お
ひ

縦
覧
し
ま
す
。
見
解
s

の
内
容
に
つ
い
て

、
環
境
保
全
の
見

地
か
ら
單
見
の
あ
る

方
は
、
窓
見
一

を

提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□
南
千
佳
北
部
地
区

筵
^
・
5
1
*
1
f
w
R

区

、
'建
設
事
業
お
よ
ひ
都
市
計
画
湎
路

補
助
嫁
由
路
第
3
2
1号

建
設
田
楽

公
示
日
I
u

月
7
日
(

火
)

縦
覧
期

間
1
1
1
月
8

日
1
2
7
日
(

土
・
日
・
祝

日
は
除
く
)
、
午
恥
1

時
卸
分
～

午
後
4

時
3
0分

縦
覧
場
所
一

千
住
本
庁
舍
・

環
境
諏
、
都
・
環
境

保
全
局
環
境
影
一

評
価
謇
査
堅
(

郡
庁
第
1

本
庁
舎
北
塔
3
6

階
)
、
都
・
多
摩
爾
境
保

全
事
務
所
(

立
川
合
同
庁
合
4
階
)
x

中
央
図
毒

館
、
東
纃
瀬
区
民
事
務
所
、
佐
野
区
民

亊
務
所
で

も
閲
覧
で
き
ま
す

意
見

書

の
提
出
期
瞋
1
1
2
月
7

日

▽
事
業
者

に
よ
る
見
解
s
の
内
容
に
つ
い
て
の

説

明
会

日
時
等
1
1
1
月
1
4日
(
火
)
・
・・
柬

椶
瀬
中
学
校
体
青
館
/
1
1
月
2
2
日
(
水
)

・
・・
千
寿
第
四
小
学
校
体
育
館
、
い
ず
れ

も
午
後
6

時
卯
分
～
8

時
3
0
分

間

先
I

庄
宅
・
都
市
整
僭
公
団
、
東
京
川
の

手
司
市
整
備
事
務
所
事
業
第
2

課

?
3
8
0
5
)
6
4
0
1

□
都
市
高
邏
鉄
連
日
暮
里
・

舎
人
線
建

般
箏
業

公
示
日
1
1
1
月
1
5
日
(

水
)

縦
覧
期

間
l
u

月
1
6
日
～
1
2
月
5
日
(

土
・
日

・
祝
日
は
除
く
)
、
午
前
9
時
匐
分
～

午

後
4
時
3
0
分

縦
覧
鳩
所
1
千
住
本
庁

舎
・
職
塊
課
、
都
・
環
奠
保
全
局
環
詭

影
一

秤
価
一

憲
冕
(

郡
庁
第
1

本
庁
舎

北
塔
3
6
階
)
、
都
・
多
摩
環
詭
保
全
事
筋

所
(

立
川
合
同
庁
舎
4

階
)
x

中
央

図
魯
館
、
江
北
区
民
事
務
所
、
西
斯
井

区
民
事
務
所
、
鹿
浜
区
民
事
秘
所
、
舎

人
区
民

事
務
所
で
も
閲
覧
で

き
ま
す

寒
見

書
の
提
出
期
限
1
1
2
月
1
5日

▽
s

業
者
に
よ
る
見
解
s

の
内
容
に
つ
い

て

の
説
明

会

日

時
等
I
u

月
1
6
日

(
木
)
・
・・
鹿
庚
第
一
小
学
校
体
育
館
/
1
1

月
1
7
日
(

金
)
・・
・
舎
人
小
学
校
体
育

館
/
u

月
2
0
日
(

月
)
・・・
高
野
小
学
校

体
育
館
/
1
1
月
2
1
日
(

火
)
・・・
喇
小
牛

校
体
膏
館
、
い
ず
れ
も
午
徒
6
時
3
0
分

～
8

時
3
0
分

間
先
―

都
・
建
設
局
計

冒

　
(
～
2
0
)
1
6

東
京
都
地
下
鉄
建
設
㈱
新
交
通
盈
設
部

　
(
3
8
1
6
)
5
7
0
7

―
い
ず
れ
も
―

一

見
S

の
提
出
先
・
間
先
―
郡
・
環
境

保
全
局
爾
境
彫
一

秤
価
一

査
靈

〒
吻
-
0
1

西
新
宿
2
j
8
1
1

(～
8
8
)
3
4
4
0

千
住
本
庁
舎
・
環
詭
謀

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

国
保
・
年
金

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

該
当
す
る
と
、
病
院
等
に
か
か
る
時

の
自
己
負
担
金
が
表
―
の
と
お
り
安
く

な
ひ
ま
す
。

対
霞
-
老
齢
ま
た
は
退

躱
を
事
由
と
す
る
一
生
年
金
、
共
済
年

金
な
ど
(
国
民
年
金
は
除
く
)
を
受
給

し
て
い
る
7
0
畿
未
満
の
方
お
よ
び
そ
の

扶
養
家
族
で
、
年
金
加
入
期
間
が
2
0
年

一
年
以
上
ゐ
ひ

自
～
い
た
方
(
た

だ
し
、
老
人
保
偈
法
醸
当
者
は
除
く
)

※
(
福
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
該

当
す
る
場
合
は
、
切
ひ
替
え
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

申
込
1
年
金
証
s

ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
s
/
一
民
健
康

保
険
証
/
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参
。
年

金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
s
が
届

い
て
か
ら
、
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

申
先
=
各
区
民
事
筋
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
i
中

央
掌
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
諌
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

衰11 薫1医書魃度一部負担金善a

※ 保険科は変わり ません

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

退
職
を
し
て
職
場
の
矚
康
保
険
を
脱

退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の
方
は
、

一
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が

必
要
で
す
(
ど
な
た
で
も
必
ず
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
)
。

※
届
け
出
が
遅
れ
て
も
、
保
険
料
は
退

耡
日
の
翌
日
か
ら
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
り

ま
せ
ん
申
込
-
職
一
の
健
康
保
険
を

や
め
た
証
明
魯
(
資
格
喪
失
証
明
S
や

離
職
票
、
退
職
証
明
S
な
ど
、
や
め
た

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/
届
出
人

の
印
か
ん
/
屆
出
人
の
住
所
・
氏
名
が

砲
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど

顔
写
真
貼
付
の
も
の
。
お
持
ち
で
な
い

方
や
代
理
人
の
堤
合
は
不
要
)
/
家
族

が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0

畿
禾
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
(
国
民
年
金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、

年
金
証
S
ま
た
は
年
金
餓
定
通
知
S
を

窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き

な
い
と
き
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と

な
り
ま
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方

は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※
会
社
か
ら
国
民
健

康
保
険
課
へ
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
=
勤
務
先
の
健
康
保
険
証
/
国
民

億
康
保
険
証
/
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓

口
に
持
参-

い
ず
れ
も
|

変
更
梭
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
―
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
I一一
民
健
康
保
険
驟

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
{一一
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
驟
係

　
八
3
8
8
0
}
5
1
3
1

1
1月
は

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
月
で
す

1
1月
m
苜
か
ら
指
定
の
郵
便
局
で
、

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

郵
便
局
に
持
っ
て
い
く
も
の
=

年
金
証
s
(
緑
色
の
手
帳
)
/
印
か

ん
(
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印

か
ん
)

※
年
金
証
S
は
、
1
0月
2
7日

に
発
送
予
定

間
先
―
中
央
本
町
庁
舎

・
・一・
民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
相
談

□
社
会
保
険
街
頭
相
談

一
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
、
社
会

保
険
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
を
行

い
ま
す
。

日
時
・
場
所
―
▽
1
1月
7

日
(
さ

・
:竹
ノ
獵
駅
東
口
広
場

▽
1
1

月
8
日
(
水
)
・・・北
千
住
駅
西
ロ
ル

ミ
ネ
前
(
両
日
と
も
、
午
前
1
0睥
か
ら

午
後
4
時
ま
で
受
付
)

□
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑

問
や
様
々
夲
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
1
1月
1
日
(
水
)
、午
前
m
一時
1

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

-

い
ず
れ
も
トト

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課

推
進
佩

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国
民
年
金
週
間

1
1
/
6
～
1
2

ご
自
分
の
「
ね
ん
き
ん
」に
つ
い
て
。

受
給
資
格
の
有
無
を
含
め
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
先
―
厚
生
年
金
・
:足

立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

一
民
年
金
・・・中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年

金
驟
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

免
除
期
間
追
納
の
お
す
す
め

免
除
を
受
け
た
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
匁

…一年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
ら
れ
る
制
度
が
追
納
で
す
。
免
除
を

受
け
た
期
間
は
年
金
額
が
1
分
の
1
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、
追
納
す
る
と
年

金
額
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
一
定

期
間
を
過
ぎ
て
納
め
る
保
険
料
に
は
加

算
が
つ
き
ま
す

問
先
―
中
央
本
町
庁

舎
ヾ
国
民
年
金
課
保
険
料
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

募

集

来
年
4
月
入
園
の
保
育
園
児

受
付
1
1
2月
1
日
～
1
5日
(
申
請
s
は
1
1

月
2
7日
か
ら
配
布
)

申
込
I
6
年

分
所
得
税
額
が
わ
か
る
も
の
(
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
控
え
)
。7
年

分
所
得
税
が
確
定
次
第
、7
年
分
の
も

の
夲
壥一
出
し
て
い
た
だ
き
嫐
T
/
7
年

度
固
定
資
産
税
を
証
明
す
る
s
類
(
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/
印
か
ん
を

窓
口
に
持
参

※
一
部
の
指
定
園
で

は
、
産
休
明
け
か
ら
o
歳
児
保
育
を
行

っ
て
い
ま
す
(
保
育
園
一
覧
表
な
ど
く

わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
広
報
」1
1月
2
5日

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
)

申
・
問

先
=
住
所
地
を
管
轄
す
る
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

表2 福祉事務所一覧

区
民
事
務
所
の

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告

住
民
票
の
写
し
等
を
お
渡
し
す
る
際
に

使
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告
を
募

集
し
ま
す
。

大
き
さ
=
1
枠
、
縦
約
4

　×
横
約
8

　
(
纛
面
に
I
枠
、
S

面
に
4
枠
)

※
4
5万
枚
作
成

費
用
9
1

枠
に
つ

き
'
K
面
2
0万
円
、
裏
面
1
0万
円

基

準
―
区
内
商
工
業
の
発
展
に
期
す
る
も

の
/
政
治
・
宗
敵
活
動
、
意
見
広
告
、

個
人
宣
伝
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
/
公

の
秩
序
、
善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も

の

期
限
1
1
0月
3
1日

申
・
問
先
―

中
央
本
町
庁
舎
・
住
民
記
録
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
4
5

交通事故は人災です
今年に入って区内では、18人の方

が交通事故により 尊い命を失ってい
ます( 9 月20日現在) 。交通事故を防

止するためには、遭路を利用する一

人ひとり が交通社会の一員 としての

責任を自 覚し、交通ルールを守り、
マナーを 高めていかなけ ればなりま

せん。交通事故のない安全で快適な

社会の実現のため、交通安 全の輪を

広げまし ょう。 間先一中央本町 庁
舎・交通安全ふJ策課03880 ―5279

千住蕃察署 　3879 ―〇110

西新井警察署 　3852 ―0110
綾瀬警察署 　3620 ―0110

来年4 月入園の区立幼稚園児募集

募
集
す
る
圃―
下
表
対
象
=
区

内
在
住
の
4
歳
児
(
3
年
4
月
2

日～
4
年
4
月
1
日
生
)
、
5
歳
児
　

(
2
年
4
月
2
日～
3
年
4
月
1

日
生
)
受
付
日
時
1
1
1
月
1
日

(
水
)
・
2
日
(
木
)
、
午
後
1
時
3
0

分～
3
時
3
0
分
受
付
場
所―
希

望
す
る
各
区
立
幼
稚
園
※
要
項

・
申
込
用
紙
は
各
区
立
幼
稚
園
、

各
区
民
事
務
所
、
千
住
禀
庁
舎
・

学
事
係
で
配
付
中
。
幼
稚
園
で
の

配
付
は
午
前
9
時～
午
後
3
時
3
0

分
(

土
曜
日
は
正
午
)

ま
で

選

考
日
=

第
一
次
選
考
は
、
1
1
月
6

日
に
入
園
希
望
の
各
幼
稚
園
で
行

い
ま
す

※
区
立
幼
稚
園
の
再
編

整
備
を
検
肘
し
て
い
ま
す
。
9
年

寓
以
降
の
募
集
人
員
等
に
変
更
が

あ
る
予
定
で
す

問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
学
事
佩

区立幼稚園一覧

利用期間が2年間に!

家庭菜園( 4. 5坪)、区民農園利用者募集
募
集
農
一
l
下
表
※
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選

利
用
期
間
1
8
年
1
月～

m一年
2
月
(
今
回
よ
り
2

年
間
の
利
用
)

対
象
=

区
内
在
住
世
帯
S

用
-
1

万
円
(
2
回
分
割
)

条
件
―
野
菜
お
よ
び
草
花

の
栽
培
に
限
る

申
込
―

往
復
(
ガ
キ
に
希
草
す
る

農
園
名
、
世
帯
主
名
、
住

所
、
蒙
族
全
艮
の
氏
名
・

年
齢
、
電
話
番
号
、
現
在

利
用
中
の
方
は
、
そ
の
区

髑
番
号
を
明
記
。
ま
た
、
6
0

歳
以
上
の
方
が
利
用
す

る
世
帯
は
「
高
齢
者
コ
ー

ナ
ー
希
望
」
と
朱
配
(
一

般
よ
ひ
優
遇
)

※
a
復

申
し
込
み
は
無
効
(
同
居

の
場
合
は
一
世
帯
と
し
豕
す
)
期
限

1
1
1
月
1
7
日
消
印
有
効
公
開
抽
選
I

W
?
日
(
木
)
、午
前
9
時
3
0
分
開
始

(東
武
繚
以
東
の
農
園
)
・
午
後
L
時
3
0

分
聞
始
(
東
武
練
以
西
の
農
園
)

抽
選
会
場
=
中
央
本
町
庁
舎
W
一・
3
0
3

会
議
室

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
農
産
佩

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
1
-

。。(
3
8
8
0
)
5
1
1
8

募 集 す る 区 民 農 園

※ 古千谷第二は新設です

□ 「きれいです放● ゼロです胯りです」旃12回駅舫放置自伝車クリーンキャンペーン10月25日～31日期間中1ま1七千住、綾瀬、五反野、梅島、西新井、
竹ノ椒の各駅頭で自転車を 放瞳しないよう 宣伝活動を行い ます。 問先- 中央本町庁舎・自転車係 　3880 ―5230
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福

祉

老
人
保
健
医
療
費
通
知
のお

知
ら
せ

1
0月
下
旬
に
通
知
S
(
医
療
費
の
お

知
ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
の
通
知

一
は
、
皆
霈
刄
の
健
康
と
医
療
費
負
担

の
内
容
に
つ
い
て
の
、
理
解
夲
滯
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
お
知
ら
せ
で
す
。

今
年
5
月
に
受
診
さ
れ
た
「
あ
な
た

の
医
療
費
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
ま
で
呱

」覧
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
医
療
費
が
1
千
円
以
下
の
方
に

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て
は
、
特
に
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=
千
住

本
庁
舎
・
高
齢
者
医
療
係

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
1
2
0
歳
未
満
で

、
愛
の
手
帳
―
～
3

度
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
1
1
3

級
程
度
の
障
害
を
も
つ
児
童
を
扶
薺
し

て
い
る
万

※
た
だ
し
呎
に
該
当
す
る

場
合
に
は
支
給
さ
れ
豈

尤

所
得
が

限
度
額
以
上
あ
る
/

児
童
が

施
設
に
入

所
し
て
い
る
/

児
童
が
障
害
を
理
由
と

す
る
公
的
年
金
の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
―
重
度
・・・
5
万
3
5
0円
/

中

度
…
3

万
1

千
5
3
0円

□
児
S

育
成
手
当
(

障
害
手
当
)

対
象
-
8
歳
未
満
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
竃
を
扶
養
し
て
い
る
方

知
的
陣
害
で
愛
の
手
帳
1
～
―
度
/
身

体
障
害
で
身
体
障
客
者
手
帳
1
・
2
級
/

脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
い
維
皀

手
当
月
額
-
1
万
5
千
円

-

い
ず
れ
も
匚
卜

所
得
の
限
度
額
基
準
。
申
請
に
必
要

な
も
の
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
一
千
住

本
庁
舎
・
児
童
助
成
佩

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
対
象
疾
病
が

増
え
ま
し
た

～
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
～

「
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
痢
」

の
治
療
を
し
て
い
る
方
も
、
苹
当
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

手
当
月
額
-
1

万
5
千
円

申
込
―
診
断
s
(
所
定
用

紙
)
ま
た
は
都
医
療
券
/
本
人
の
預
金

通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
/
印
か
ん
を

窓
口
に
持
参

※
た
だ
し
次
の
方
は
該

当
し
ま
せ
ん・
:
心
身
陣
害
者
福
祉
手
当

(月
額
1
万
5
千
円
)
受
給
者
/
高
齢

者
福
祉
乖
当
受
給
者
/
児
童
育
成
苹
当

(障
害
乖
当
)
受
給
者

申
・
問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

行
き
ま
せ
ん
か

日
程
I
U

余
日
(
日
)

対
象
―

区
内
在
住
の
知
的
陣
害
児
と
保
霞
者

申
a
l
電
話

期
限
=
1
1月
m一日

申
先
=
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

(惠
(
月
町
ひ
黔
わ
り
作
業
所
・
山

岸
)

　
(
3
8
8
4
)
1
0
9

間
先
R
F
l
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
課

計
画
調
塵
係

生

活

環

境

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

玄
関
等
に
取
り
付
け
て
あ
る
「
○
町

○
丁
目
0
1
0

」
の
住
居
表
示
板
(
緑

色
の
プ
レ
ー
ト
)
を
、
破
損
、
紛
失
し

た
方
に
は
、
新
し
い
表
示
板
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
申
・
問
先
―

中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

1
1月
1
日
か
ら

「
足
立
区
細
街
路
整
備
助
成
条
例
」の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

区
で
は
、
条
例
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ

た
細
街
路
に
接
す
る
住
宅
の
建
て
替
え

時
に
、
道
路
の
孤
輻
整
爾
に
ご
協
力
い

た
だ
き
整
備
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
ど
地
等
で
指
定
の
細
街
路

に
二
方
向
以
上
接
す
る
方
で
一
定
の
条

件
を
満
た
す
方
に
は
、
塵
備
費
の
ほ
か

に
「
二
方
向
以
上
後
退
整
備
奨
励
金
」

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
開
発
指
導

係

お
知
ら
せ

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

対
象
9
私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
、
大
学
入
学
資
格
を
辱
ら
れ
る
私

立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者

と
同
居
し
て
い
る
保
霞
者
/
区
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を

濳
納
し
て
い
な
い
方
/
6
年
中
の
年
収

が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給
与
所

得
者
・・・
支
払
給
与
の
総
額
1

千
万
円
以

下

▽
事
業
所
得
者
・・・
総
所
得
金
額
等

瞋
万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合
で
も
、
取
り
扱
い
金
融
機
関

貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
融
資
金
額
ぶ
…
一
～

5
0万
円
(
1
万
円
単
位
)

融
資
対

象
↓

塰
校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納

付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

お
よ
び
制
服
代
、
教
科
s
代
(
S
万
円

・
2
万
円
の
定
額
算
定
)

あ
っ
せ
ん

利
率
1
年
3
%

返
済
=
融
資
を
受
け

た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=
足

立
信
用
金
庫
、
足
立
農
業
協
同
組
合
の

本
・
支
店
、
区
内
の
嵎
和
信
用
金
庫

保
証
=
金
融
機
関
所
定
の
保
証
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証
料
は
区
で
負

担
)

期
間
1
1
1月
1
日
1
8
年
2
月
2
8

日

※
申
込
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日

間
か
か
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
す
で
に
入
学
金
等
を
納

入
済
の
場
合
は
融
資
で
き
ま
せ
ん

申

・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
学
務
課
振
興
佩

納
税
は
1
0月
3
1日
ま
で
に

7
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3

期
分
の
納
期
限
は
、
1
0月
3
1日
で
す
。

早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
一
係
・

第
二
係

・
i
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

産
業
振
興
館
が
閉
館
し
ま
す

昭
和
3
0年
か
ら
4
0年
間
に
わ
た
り
、

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
き

た
産
業
振
興
館
が
、
8
年
4
月
3
0日
を

も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。
1
1年
の
秋
に
は
。

(仮
称
)
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
、
区
内
産
巣
の
拠
点
施

般
と
な
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。1
1月
か
ら
は
、
毎
月
1

日
の
貸
出
公
開
抽
選
(
8
年
5
月
分
以

降
)
は
中
止
と
な
り
ま
す
。な
お
、閉

館
ま
で
の
空
き
ホ
ー
ル
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
利
用
で
き
ま
す
。
工
事
期
間
1

8
年
5
月
1
日
～
1
1
年
秋
(
予
定
)

問
先
―
産
業
振
興
館

(
3
8
8
2
)
1
6
6
8

中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

中
小
企
業
構
造
転
換
資
金

長
期
化
す
る
最
気
後
退
に
対
し
、
中

小
企
業
の
構
造
転
換
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
―
最
近
―
ヵ
月
間
ま
た
は
1
年
間

の
生
産
額
ま
た
は
売
上
額
が
、
前
年
同

期
比
で
り一
%
以
上
減
少
し
て
お
り
、
構

造
転
換
を
図
る
た
め
、
次
9

弍
な
経

営
努
力
を
目
指
す
企
業

売
上
安
定
の

た
め
得
意
先
を
増
や
す
/
新
製
品
(
新

技
術
)
や
新
分
野
へ
の
進
出
を
図
る
/

必
要
経
費
を
節
減
し
合
理
化
に
努
め
る

融
資
限
麦
額
―
网
万
円

あ
。せ
ん
利

率
=
2
.
9
%
(区
が
1
.
9
%の利
子
補
給
を

し
ま
す
)

資
金
使
途
―
運
転
資
金

返
済
1
4
年

以
内
(
据
え
置
き
期
間
1
年
以
内
を
含

む
)

受
付
開
始
=
1
0月
2
5日

保
証
―
原
則
と
し
て
、
東
京
信
用
保
証

協
会
の
保
証
付
(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
融
資
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

年
末
調
整
説
明
会

給
与
関
係
事
務
の
担
当
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※
自
励
車
で
の
来
場
は
ご
遠
鳳
く

だ
さ
い

日
時
等
l
表
3

問
先

―
中
央
冰
町
庁
舎
・
特
別
徴
収
係

　
八
3
8
8
0
)
5
0
9
1

足
立
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

ら
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
・
源
泉
徴
収
係

　
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表3 年末調整脱明会会場

※ いずれも、時間は午後1時SX) 分～4時

豪説明会の内容につい ては特別徴収係または
呉鋭珮雹 へお問い合わせください

す
で
に
持
っ
て
い
な

い
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
の
税
金
を
支
払
っ

て
い
ま
せ
ん
か

原
励
機
付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四

輪
車
、
二
輸
小
型
自
動
車
に
関
し
て
、

次
の
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
、
8
年
度

以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▽

盗
難
後
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
方
(
盗

難
届
の
ほ
か
廃
車
層
も
必
要
で
す
)

▽
届
け
出
を
せ
ず
に
誤
っ
た
り
、
売
っ

た
り
し
た
方

▽
解
体
し
た
が
登
録
し

た
ま
ま
の
方

問
先
1
表
4

表4

平
成
8
年
5
月
か
ら

戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

区
で
は
、
8
年
5
月
穣
働
に
向
け
、

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。轣
勵
を
始
め
る
と
、

届
け
出
を
し
て
か
ら
戸
籍
が
で
き
る
ま

で
の
日
数
が
短
ぐ
な
り
、
証
明
を
と
る

時
の
窓
口
で
の
待
ち
時
間
も
短
く
な
り

ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
戸

循
課
毟
算
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
3

クリーン
あら川

荒川
クリーンエイト' 95

当
日
は
荒
川
豪
ぷ
り
深
く
知
る

た
め
拾
っ
た
ご
み
の
種
類
や
数
の

関
査
、水
質
検
査
を
体
験
し
ま
す
。

□
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川

日
時
1
1
1月
1
2日
(
日
)
、午
前
9

時
1
1
1時

場
所
=
荒
川
河
川
敷

左
岸
千
住
新
橋
緑
地
(
小
菅
駅
下

車
徒
歩
5
分
)

※
自
動
車
で
の

来
場
は
ご
還
慮
く
だ
さ
い

申
込
a

電
話

申
・
問
先
―
中
央
禀
町

庁
舎
・
土
木
部
計
面
調
整
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

□
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
　

日
時
1
1
1月
1
9日
(
日
)
、午
前
1
0

時
1
午
後
2
時

場
所
―
荒
川
河

川
敷
右
岸
西
新
井
橋
南
詰

※
軍

手
、
弁
当
、
水
筒
を
お
持
ち
く
だ

さ
い

問
先
―
足
立
環
境
ネ
ッ
ト

「
ち
え
の
わ
」
三
井

(
3
8
3
8
)
2
9
4
0

中
央
本
町
庁
舎
・
土
木
部
計
画
調

整
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
病
人
食
勉
強
会

珀一
月
2
8
日
(

土
)
、
午
前
9
時
3
0分
～
正
午
/
エ

ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
関
理
実
習
(
じ
ん

臓
病
向
け
)
ほ
か
/
2
0人
/
田
代

酋
(
3
8
6
0
)
4
3
8
6

☆
公
開
購
座
「
子
供
の
権
利
条
約
」

を
学
ぶ
1
1
月
5
日
(
日
)
、午
後
2

時
～
4
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
坂
田

仰
氏
講
演
/
井
江

(
3
8
8
2
)
1
7
4
8

☆
バ
ザ
ー
1
1
月
1
1
日
(
土
)
、午
前

1
0
時
～
午
後
2
時
/
伊
具
共
同
保
育

園
(
伊
興
町
前
沼
)
/
日
用
雑
貨
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/
新
藤

(
3
8
a
)
0
8
2
7

☆
バ
ザ
ー
1
1
月
杓一日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
3
0分
～
午
後
2
時
/
都
立
核
北

養
護
学
校
/
日
用
雑
貨
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
/
花
畑
共
同
作
業
所

　
心
3
6
2
0
)
5
7
4
1

☆
な
ぎ
な
た
初
心
者
教
童
小
学
生

…
1
1
月
5
・
m
一
日
、午
後
1
時
～
2

時
3
0分
(
千
寿
小
学
校
)
/
中
学
生

以
上
・
:
1
1
月
4
・
1
1
日
、午
後
3
時

3
0
分
～
5
時
(
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
)
、5
・
1
2
日
、午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
(
千
寿
小
学
校
)
、6
・
1
3日
、

午
後
7
時
～
8
時
3
0分
(
江
南
中
学

校
)
/
な
ぎ
な
た
は
用
意
し
零
歹
/

内
田

　
心
3
8
8
6
)
3
9
8
9

☆
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
1
1

月
2
6日
(
日
)
、午
前
9
時
2
0分
関
会
/
5
0

歳
以
上
の
女
性
/
よ
7
0
0円
/
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、
希
望
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
明
配
/

山
田

〒
1
2
1六町
3
-
5
1
B

　
(
3
8
8
2
)
9
2
2
7
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1日～7日

リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
、
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
な

ど
、
簡
易
包
装
を
推
進
す
る
た
め
の
リ

サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
商
き
街

や
「
R
の
お
店
」
の
協
力
を
刄
て
行
い

零
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
、
商
品
に

「
簡
易
包
装
に
ご
協
力
あ
叺
粐
C
R

」

ざ
い
宋
す
」
と
い
う
標
語
入
り
セ
ロ
テ

ー
プ
刄
程

、
包
装
等
を
で
燮
港
け

省
略
し
て
販
売
し
求
す
。
区
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が
な
け
れ

ば
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
で
孝
ま
せ

ん
。
お
買
い
物
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力

夲
お
願
い
し
ま
す
。

共
催
L
足
立
区

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、
足
立
区
内

商
店
街
、
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

店
「
R
の
お
店
」

問
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

こ
ん
な
勧
誘
に
ご
注
意
を
!

高
齢
者
を
ね
ら
う
販
売
手
口
あ
れ
こ
れ

□
心
あ
た
り
あ
り
ま
せ
ん
か
?

販
売

手
口
あ
れ
こ
れ

高
齢
者
の
商
品
儔
入
ト
ラ
ブ
ル
の
大

部
分
は
、
店
頭
で
の
買
い
物
以
外
で
起

き
て
い
毒
す
。
店
へ
出
向
く
場
合
と
違

い
、
業
者
か
ら
直
接
勧
誘
さ
れ
る
場
合

は
強
引
な
売
り
込
み
を
受
け
た
n
夛
る

こ
と
も
多
く
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
ト

ラ
ブ
ル
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
(
左

麦
)
。

□
あ
き
ら
め
ず
に
相
談
を
I
。

ト
ラ
ブ
ル
を
さ
け
る
に
は
、
(
1
)
不
必

要
な
も
の
は
。
、
い
ら
な
い
と
キ
ッ
パ
リ

断
る
(
2
)
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
だ
れ

か
に
相
談
す
る
(
3
)
契
約
し
て
か
ら
日

数
が
た
っ
て
い
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い

で
相
談
を

問
先
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

※ SF 商法と は、閉め切った会場 等に人を集め、日 用品碍
を ただ、も しく はただ同然 で配って熱 狂的な雰 囲気を
盛り上げ て冷静な判断力 を失 わせ、最終的に 高額な商
吊を貝 わせる販売方法で す

1
6ミ
リ
映
写
機
技
術
再
講
習
会

映
写
機
操
作
技
術
の
向
上
や
復
習
を

し
た
い
方
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。日
時
1

1
1
月
4
日
(
土
)
、午
後
3
時
～
8
時
(
こ

の
間
の
都
合
の
良
い
時
間
)

場
所
―

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
-
1
6ミ
リ
映
写

機
技
術
再
講
習
会
の
修
了
証
を
お
持
ち

の
方

申
込
―
修
了
証
を
持
参
の
う

え
、
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
―
中
央

図
S
館

　
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口 ぺ( 7年10月1, 日現在)
ダ豐世二詰歹帯261, 719 片言
獄 几 吋 氷638, 237人シ
弖菷凪ぐ男ご卜毒d23, 712X ヶ|
う雁 賠乙女七塵ソミ 笵か314, 525 大 二

生 活 の 科 学 教 室

あなたもテスター
〝おい しい 水 をさぐる〟

日時- 11月認日( 火) ・29日( 水) 、
午前l a持～正午内容- 1日目…
水遭水やミネラ ルウォータ ーなど
を簡単なテストで調べながら、 飲
み水 のおいしさ や安全性について

考え ます/2 日目・・・市販さ れてい
るミネラルウォ ータ ーを集め、ミ
ネラ ル分( 硬度) を擺易テストで
躙ぺます1j 矗- s6r 1111住・在動
・在学で2 日間とも参加できる方
寉昌- 15 人( 先 着丿嗄) 費 用一無
科 申込一直接窓口または電話
壜・申・間先一消費者センター
- 53S

西 部障 害福祉 総 合センター

「第2回レッツ・ダンス」
車イスの方も、杖をついている
方も、経鮪のない方も、i ・告をお
持ちの方ならぱどなたでも大歓迎
です。一緒にダンスを踊つてみま
せA, カ丶日|時- 11月8日～8年
3月13日{月2回|温度を予定3、午
後0時s分～2時・}分対象一区
ドヽ l t otの陣害者 申込一電話' 期
限- n 月2 日 ※ 移動 困難 な方
は、拠点間の送迎バスカ邨l用でき
ます。また、ボランティアとして
一 緒に参加し ていただけ ろ 設の
方もご連絡ください 壜・申 一同
先一西部陣営愆t皿』忿aセンタ ー
3853―0632

千住スポーツ公園(千住緑町二丁目)
テニスコートオープン

弓 道籘、相撲場( 多目的ホール) 、

会議室に脯き、U 月1 日にテニ ス
コート がオープンし ます。コート

は3 面で、区内初の砂入り人TES‘
を採用。瑪靦気にクッションがあ る
た め鼠簫が躾れ にくく、 また乾き
が早いため、降雨 披すぐにプレ ー
が。i詞でき、人にも自然にもやさ
し いコートです。4 月 から10月ま
では、 ナイターも利用できます。
申し 込みは、コミュニテ ィ文化 ・
スポーツ公社の各施設で受け付け

し ています。ぜひご利用ください。
問先一千住本庁舎・体育管理係
3882 ―1111㈹

第45回足立区文化祭(舞台部門)
日時等一下表のとおり 間先 一千
住本庁舎・文化振興係

3882―1111㈹

あだちブラスバンドフェスティバル' 95

響け 広がれ 吹奏楽の輪
今年 は、各吹奏楽団の団員の方

々が、世代を越え、年に一度の大
演奏会を自主的に開催し ます。 日

時- 11 月5 日( 日) 、午前l a 玲開演
(開場は30分前) 場所- ギ ャラ
クシティ・西新井文化ホール( 入
場無料) 出演一午前の部・・・足立

ジュニア吹奏楽団・本木東小学校
・青井中学校・淵江中学 校・足 立

シルバーアンサンブル・アヴァン
プルミエウインドアンサンプル/
午後の部… ホワ イタルウインドア

ンサンプル・皿沼小学校 刈毘浜小

学校・第十四中学校・。l ai ug中学
扠 ・足立7° r伊學1吏・ウインドクル
ーオーケストラ・巾苧校合同バン
ド 一花保中学校・伊輿中 学校・伊
具ウインド オーケストラ・皿 猛夊・
子高等学 校・Fi ! 1冫ウインド アンサ
ブルアカデミカ りi ! 17吹 春あ肓|
問先一奥 行委晶& 事務局( 千住本

庁舎・文化振興係内)
3882―11111㈹

水上バスの旅
あ だちリバ ーウォッチン グ

日時- 11月21日( 火) 、午前9時; 賈】
分～乍後1時璞19コース丁注曙
町龕1貔場～岩淵水門～千住新橋～
3輒京惠一一千住( 水上パ ス利用)
対象一観光l aa 会員および区内在

庄の方 定員1 仭人 髷廖{ 抽選}
輿用 一観光協会会 員・・・2, 000円/
会員外… 2, ax 】円( いずれも昼 食付
き。当日淵尨で支払い) 申込一

往 復ハガ キ に希 望 者 全 員 の 庄所 、

氏 名、f r 齢 、一葷 聒 番号 、4 昌 ・会

員 外 の別 、「リ パ ーウ オ ッチ ン グ 希
望 」と 彫l耋( ハガ キ1枚 で3 人 まで

申し 込 み 可) ※ 返 藍1ハガ キ の 表
に も住 所 、 氏 名を 必 ず 配 入し てく

だ さい 。 セ111申b 込み は 無 効 で す

掫l限- n 月2 日 消 印 有 効 申 ・ 肩

先 一足 立【x 麭叉l ! 会( 中 央 本 酊庁
舎 ・産 業 振 興 慶 内) 〒l a 】中 央 本Rr i

―17 ―i 　3880 宀5191

' 95クリーンフェスティバルi n 足立
日時- 11月12日( 日) 、午前1( 薺～
午後4時( フリーマーケットは午
前10畤～乍1変3畤) 場所一弥生
か厚 校 内容一足 立清掃T 場 パス
ツアー、ご みの中からこ んなもの
展、ごみ問覇相談コーナー、フリ
ーマーケット( 出店者の蔓i↑ !は厩
に終了しています。㎡大中止) 、漓
擡車展示コーナー、配念撮影コー
ナー、ミニSL 、篌擺店など ※
先着5薗人の方に牛乳パック{ 瀰㎡

以上で閧いて洗ってあるもの) 5
枚で23区ブランド「みどりの夢23」
ティッシュボックス1 箱と∝換し

ます( 1 人3 箱まで) 問先一都・
足立東清掃事務所S3889 ―0711　
また、フリ ーマーケット 、23区

ブランド 再生製品の交換 に関する
お問い合わせは、中央本町庁舎・
リサイクル推進課へ
3880 ―5206

学習会に講師を派遣します

消費生活上の開題について勉強
をしたい団体等に講師を派遣し ま

す。区内 在住・在勤・在学の方を中心
としたグループ ・団体等でお申し
込みください。 間先一消費者セ
ンタ ー 　3880―5385

女 性 総 合 セ ン ター

情報資料室休館のお知らせ
女性総合センター情報資料室

は、特別整理のため11月13日～17
日まで休館します。ご協力をお願
いし ます。 問先一女性総合セン
ター 　3880 ―5222

夕焼け放送の時間が変更になり ます
夕焼け放送は、11月から1 月ま

で、午後4 時 になります。 問 先
丁江本庁舎・青少年熈調整係
　3882―1111㈹

(Ξ )「あ だち 広報」は再 生紙を使 用し ていま す Hi . H. Y. 240, 00


